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　先日，大阪大学の土岐祐一郎先生が当番世話人を務められた第 74 回手術手技研究会で司会をさせ
て頂きました．順天堂大学の齋浦明夫教授から Regional Pancreaticoduodenectomy についてご講演
頂きました．上腸間膜動脈のラインで膵切離を行い，門脈も剝離せず合併切除するという方法です

（Oba A, Saiura A et al：BJS Open. 2020；4：438─448）．R0 切除が通常法と比較して 66％から 80％
に改善し，median OS は 21 か月から 32 か月に延長したそうです．優れた成績にも感銘を受けまし
たが，なるほどこのようにプレゼンテーションをすれば説得力が出るのだなと唸らされる講演でし
た．研究会では，久しぶりに対面できた先生も多く，思わず抱きつきたくなってしまいました．本当
に 3 月末からのコロナ禍は（未だ終息していませんが）長かったと思います．これから徐々に会う機
会が増えることを祈りながら会場を後にしました．
　さて膵頭十二指腸切除術は 1909 年に Kausch が初めて施行し，1935 年に Whipple が改良法を報告
してから広まりました．それから 100 年近くが経過し，切除法も再建法にも無数の工夫が凝らされて
きました．小生もいろいろと経験させて頂き，ようやく今の方法に落ち付きました．NCD によれば
本術式は年間約 1 万件程度施行されているようです．日本全国で日々いろいろな工夫が生まれ，困
難が克服されているのだと思います．先人が素晴らしい工夫を発表され共有させて頂いておりますの
で，術中に立ち往生する症例は少なくなってきました．例えば門脈完全閉塞では中尾昭公先生が開発
された門脈→肝円索の passive bypass でほぼ安全に施行できますし，3 cm 以上の門脈切除の場合は
宮崎勝先生が開発された左腎静脈グラフトを使用しています．脾動脈が巻き込まれていれば伊佐地
秀司先生が報告された PDSAR を施行できるようになりました．本当に素晴らしい先人達に感謝感謝
です．それでも，未だに難渋する症例に遭遇することがあります．つい先日も ERCP 膵炎後の膵癌
症例を手術しましたが本当に厳しかったです．組織が大理石のように硬化しており脈管との剝離は全
くできませんでした．やむを得ず Uncinate process の一部が残るような手術になりました．特に恐
ろしかったのは，術前画像ではこの線維化が予想できなかったということです．どうも「線維化」に
は CT でわかるものとわからないものがあるようです．今回の特集後半では，全国の名手に困難症例
について披露していただきました．皆さん苦労されていますね．自分だけではないのだなと少し安心
いたしました． （遠藤　格）
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